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第 1章 序論 

中国で日本語教科書を主な学習リソースとしていた稿者が、来日後、日本人の話し相手が

「ちゃう」を使い、喜んでいる気持ちを表すことが理解できず、戸惑ってしまった経験から、

「ちゃう」と「てしまう」がマイナスのイメージのみならず、プラスの文脈の中でも使われ

得るのかという問題意識を抱くようになった。 

第 2章 先行研究及びその検討 

「てしまう」に関する研究はこれまで数多く出されている。例えば、金田一(1955)、高橋

(1969)、吉川(1973)、北原(1977)、寺村(1984)、石川(1992)、倉持(2000)、金水(2002)、梁

井(2005)などが挙げられる。これらの研究はほとんどが「てしまう」と「ちゃう」のマイナ

スの評価的意味のみを指摘している。寺村(1984) 、梁井(2005)は｢ちゃう｣のプラスの評価的

意味について述べているが、｢てしまう」についての評価的意味には言及していない。倉持

(2000)は例文を挙げ、「てしまう」の非マイナス、いわゆるプラスの意味について説明して

いるが、例文は単一の文であり、文脈がないため、話者の気持ちを把握できず、マイナスか

プラスかという評価的な意味は判断しにくい。 

そこで、本研究では、以上の研究を踏まえ、文脈の中で、｢てしまう｣と｢ちゃう｣の用法を

評価的意味という観点から考察していく。 

第 3章 研究方法 

「てしまう」とその縮約形「ちゃう」に関する従来の扱いを考察するために、教科書調査

と辞書調査を行った。次に、コーパス(現代日本語書き言葉均衡コーパス、青空文庫コーパス、

大系本文コーパス)調査を通して、「てしまう」と「ちゃう」が実際にどのように使用されて

いるかを分析した。 

第 4章 調査結果及び分析 

調査した教科書（指導書）と辞書の両方とも、「てしまう」とその縮約形「ちゃう」につ

いて「残念、後悔」というマイナスの評価的意味しか提示していない。コーパス調査、例文

分析によって、プラスの文脈を持つ「てしまう」「ちゃう」の例文が見られ、評価的意味は

「てしまう」「ちゃう」自体ではなく、それらが置かれる文脈で判断するべきことも明らか

になった。 

第 5章 考察 

「てしまう」が誰の評価、感情を表すのかについて分析し、「てしまう」「ちゃう」がプ

ラスの評価的意味を持つ文脈で使用され始めた時期や、その文脈的特徴を考察した。また、

日本語教科書における「てしまう」「ちゃう」の説明や、問題点も検討した。 

第 6章 終章 

本研究で明らかにしたのは以下の 3点である。 

http://base3.nijl.ac.jp/
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①評価的意味は文脈によって決まること。「てしまう」「ちゃう」で表されるわけではな

く、また前接動詞の性質によるわけでもない。 

②「てしまう」は江戸時代後期、「ちゃう」は明治時代中期という早い時期に、すでにプ

ラスの評価的意味を持つ文脈で使用されていたこと。 

③「てしまう」「ちゃう」がプラスの文脈で使われる場合、その文は一人称ないし一人称

視点で語られていること。 

日本語教育において、日本語学習者の円滑なコミュニケーション能力を養うために、日本

語教師、特に海外の日本語教師は、学習者に「てしまう」「ちゃう」というとマイナスだと

いうような印象を与えず、教科書の中に書かれていなくても、段階的にプラスの文脈で使う

「てしまう」「ちゃう」を導入すべきであり、学生に教科書以外の学習リソースを提供し、

日本語の使用実態を紹介すべきではないかと提言した。 

最後に、話し言葉における「てしまう」「ちゃう」を考察すること、社会言語学的観点か

ら「てしまう」「ちゃう」の位相などを分析すること、「てしまう」「ちゃう」が多くの場

合にマイナスのイメージで使用される原因を探ることを、今後の研究課題にする。 
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